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成田ゆかりの人物伝（14）【川辺音治郎】

宝
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
正
３
年
10
月
15
日
、
音
治
郎
は
、

当
時
佐
倉
町
助
役
を
し
て
い
た
士
族
川
辺
清
、

妻
け
い
と
養
子
縁
組
の
届
を
し
て
い
る
。

大
正
５
年
（
一
九
一
六
）
11
月
、
音
治
郎

は
、
東
京
府
南
葛
飾
郡
亀
戸
町
大
字
松
代
町

で
「
順
生
堂
川
辺
医
院
」
を
開
業
。
盛
業
の

中
に
大
正
10
年
（
一
九
二
一
）、
音
治
郎
は
成

田
に
帰
り
、
成
田
町
幸
町
で
開
業
し
た
。

大
正
12
年
９
月
、
関
東
大
震
災
が
あ
り
、

被
災
し
た
人
々
が
地
方
に
避
難
し
た
と
き
、

暴
徒
と
し
て
虐
殺
さ
れ
た
事
件
に
対
し
、
人

間
の
生
命
の
尊
厳
さ
を
説
き
な
が
ら
痛
嘆
し

い
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
昭
和
の
不
況
の
時
代
、
待
合
室
に

は
、
土
地
の
患
者
に
ま
ざ
っ
て
朝
鮮
の
人
、

と
き
に
白
系
ロ
シ
ア
人
、
ま
た
ハ
ン
セ
ン
病

の
患
者
な
ど
が
音
治
郎
の
下
を
訪
れ
て
治
療

を
受
け
、
薬
を
も
ら
っ
て
無
料
の
喜
び
を
感

謝
し
て
帰
る
姿
も
あ
っ
た
。
人
目
を
忍
ん
で

来
る
こ
う
し
た
患
者
の
た
め
、
患
者
が
帰
る

と
そ
っ
と
玄
関
や
道
路
に
消
毒
液
の
入
っ
た

や
が
て
、
音
治
郎
は
明
治
27
年
３
月
、
成

田
尋
常
小
学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
。

卒
業
後
、
直
ち
に
英
漢
義
塾
に
入
学
す
る

が
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
中
途
退
学
を
す

る
。
そ
の
失
意
の
中
に
青
雲
の
志
を
医
学
生

の
道
に
選
ん
だ
。

当
時
、
西
の
長
崎
、
東
の
佐
倉
が
医
学
の

メ
ッ
カ
と
言
わ
れ
た
な
か
で
、
佐
倉
順
天
堂

医
学
塾
に
入
り
、
全
国
の
俊
秀
と
共
に
勉
学

佐
倉
の
順
天
堂
病
院
で

勉
強
に
励
む

江
戸
の
終
わ
り
、
途
方
も
な
い
貧
乏
の
ど

ん
底
に
生
き
る
人
々
に
、
で
き
る
限
り
の
医

療
を
つ
く
し
た
、
人
間
味
豊
か
な
医
師
を
描

い
た
山
本
周
五
郎
の
名
作
「
赤
ひ
げ
診
療
譚た

ん

」

が
あ
る
。

こ
の
主
役
の
赤
ひ
げ
先
生
を
地
で
い
く
よ

う
な
医
者
が
成
田
に
も
い
た
。

町
医
の
川
辺
音
治
郎
で
あ
る
。

川
辺
音
治
郎
、
旧
姓
大
木
音
治
郎
は
、
明

治
15
年
（
一
八
八
二
）
10
月
10
日
、
郷
部
村

一
八
四
番
地
に
、
父
勘
右
エ
門
、
母
い
つ
の

間
に
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

大
木
家
は
、
郷
部
で
田
、
畑
、
山
林
を
合

わ
せ
て
三
町
歩
く
ら
い
の
農
家
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
不
幸
な
こ
と
に
、
父
勘
右
エ
門

は
突
然
病
気
の
た
め
に
他
界
し
て
し
ま
っ
た
。

兄
勘
十
郎
12
歳
、
音
治
郎
７
歳
の
と
き
で
あ

る
。 青

雲
の
志
を

医
学
生
の
道
に

に
励
ん
だ
。

特
に
、
医
学
の
泰
斗
、
佐
藤
舜
海
、
恒
二

親
子
の
薫
陶
を
受
け
、
前
期
試
験
合
格
と
共

に
東
都
に
上
っ
た
。

医
師
へ
の
道
は
済
生
学
舎
（
日
医
大
の
前

身
）
を
経
て
私
立
日
本
医
学
校
に
学
び
、
優

秀
な
成
績
で
大
正
４
年
12
月
28
日
、
医
師
の

資
格
を
取
得
し
た
。

こ
の
間
、
日
露
戦
争
の
最
中
の
明
治
37
年
、

東
京
の
陸
軍
省
第
一
司
令
団
司
令
部
の
雇
員

か
ら
判
任
官
と
な
り
、
そ
の
後
、
東
京
予
備

病
院
戸
山
分
院
か
ら
佐
倉
分
院
付
け
と
な
り
、

そ
の
業
績
に
よ
り
明
治
39
年
４
月
勲
七
等
瑞

川
辺
音
治
郎
（
か
わ
べ
　
お
と
じ
ろ
う
）

明
治
15
年
郷
部
に
生
ま
れ
る
。
７
歳
の
と
き
父

を
病
気
で
亡
く
し
た
こ
と
か
ら
医
師
を
志
し
、
佐

倉
順
天
堂
病
院
で
助
手
を
務
め
な
が
ら
修
行
を
積

む
。
大
正
10
年
、
幸
町
で
「
川
辺
医
院
」
を
開
業
。

貧
し
い
患
者
に
も
心
や
さ
し
く
接
し
、
町
民
か
ら

慕
わ
れ
た
。

町議会議員当選のころ（昭和8年）
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水
を
ま
い
て
い
つ
も
待
ち
受
け
て
い
る
心
が

け
を
示
し
て
い
た
。

昭
和
３
年
11
月
、
音
治
郎
は
、
保
健
衛
生

の
た
め
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
顕
著
な
り
と
し

て
、
萬
朝
報
社
の
名
誉
社
友
に
推
さ
れ
て
い

る
。

昭
和
５
年
２
月
、
音
治
郎
は
、
町
の
医
療

改
革
の
た
め
に
隔
離
病
舎
診
療
に
関
す
る
意

見
書
を
渡
辺
由
松
、
鈴
木
藤
吉
ら
３
人
の
開

業
医
の
名
で
成
田
町
役
場
へ
提
出
し
て
い
る
。

そ
の
要
旨
は
、
隔
離
病
舎
の
担
当
を
特
定
の

医
師
か
ら
、
町
内
全
医
師
が
診
療
に
当
た
れ

る
よ
う
公
平
な
行
政
で
患
者
の
安
全
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
で
音
治
郎
は
、
東
勝
寺
貫
首
の
三
好

照
嘉
、
鈴
木
千
万
人

ち

ま

と

ら
と
共
に
、
医
療
費
の

払
え
な
い
貧
し
い
人
々
の
た
め
に
公
津
村
医

療
組
合
（
国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
の
モ

デ
ル
と
い
わ
れ
た
）
に
医
師
と
し
て
の
立
場

か
ら
積
極
的
に
協
力
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
音
治
郎
が
師
と
仰
い
だ

長
沼
の
本
多
玄
俊
医
師
、
ま
た
そ
の
師
の
大

原
幽
学
の
先
祖
株
組
合
を
た
た
え
、
困
窮
者

の
た
め
の
豊
住
診
療
所
に
共
鳴
し
共
に
活
動

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

貧
し
い
家
か
ら
の
依
頼
に
も
、
気
軽
に
応

じ
、
老
婆
一
人
暮
ら
し
の
家
に
毎
夜
の
よ
う

に
次
男
敏
に
提
灯
を
持
た
せ
往
診
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

患
者
の
病
状
が
、
貧
し
さ
か
ら
の
栄
養
不

足
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、「
お
い
し
い
物
を

食
べ
な
さ
い
よ
」
と
枕
の
下
に
お
金
を
差
し

入
れ
た
り
、
薬
袋
の
中
に
お
金
を
入
れ
て
い

医
療
組
合
の
創
設
に

積
極
的
に
協
力

く
医
師
で
あ
っ
た
。

音
治
郎
は
、
昭
和
８
年
４
月
、
成
田
町
議

会
議
員
選
挙
に
幸
町
有
志
、
成
田
町
有
志
、

医
師
会
有
志
の
推
薦
を
受
け
当
選
、
以
後
二

期
町
議
を
務
め
て
い
る
。

昭
和
８
年
11
月
15
日
付
け
の
東
洋
日
日
新

聞
に
は
「
奇
特
な
医
師
、
神
の
如
き
人
格
者
、

川
辺
医
師
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
一
文
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

「
川
辺
音
治
郎
先
生
の
神
の
如
き
に
尊
崇

す
べ
き
人
格
は
、
医
師
と
し
て
も
町
議
会
議

員
と
し
て
も
成
田
の
持
つ
最
大
の
誇
り
で
あ

る
。
金
を
揃
え
な
け
れ
ば
投
薬
し
な
い
今
日

の
医
師
会
に
、
川
辺
先
生
の
奇
特
な
行
為
こ

そ
見
逃
出
来
な
い
。
先
生
は
誰
彼
の
差
別
な

く
貧
家
と
き
た
ら
夜
で
も
昼
で
も
往
診
を
断

る
こ
と
は
な
く
、
常
に
「
曰
く
」
金
持
ち
は

立
派
な
医
者
に
罹
れ
、
無
い
人
は
俺
の
処
に

来
い
の
主
義
で
終
始
一
貫
、
貧
家
に
行
け
ば

車
銭
も
自
分
持
ち
と
は
出
入
り
の
車
夫
の
涙

の
告
白
で
あ
る
。
町
民
感
激
の
的
と
な
り
つ

つ
あ
り
。」

こ
の
ほ
か
、
昭
和
14
年
８
月
に
は
中
郷
村

村
医
と
し
て
４
年
余
り
の
無
料
診
療
の
貢
献

に
対
し
、
吉
岡
七
郎
兵
衛
村
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
音
治
郎
が
、
町
医
と
し
て
好
評

往
診
の
途
中

交
通
事
故
で
重
傷
を
負
う

を
得
て
い
た
矢
先
、
昭
和
12
年
８
月
３
日
、

午
後
８
時
ご
ろ
、
往
診
の
途
中
、
法
華
塚
地

先
で
軌
動
車
と
音
治
郎
の
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー

と
が
衝
突
し
、
重
傷
を
負
う
悲
運
に
見
舞
わ

れ
た
。

昭
和
14
年
５
月
に
は
、
東
京
芝
の
慈
恵
病

院
に
入
院
、
治
療
に
当
た
っ
た
。

し
か
し
、
病
状
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り

同
年
９
月
10
日
、
多
く
の
町
民
の
愛
惜
の
う

ち
に
57
歳
で
逝
去
し
た
。

音
治
郎
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
俳
号
を
五

橋
と
称
し
在
京
の
松
根
東
洋
城
、
長
谷
川
零

余
子
、
小
泉
迂
外
、
宮
田
戌
子
ら
著
名
な
俳

人
と
の
交
流
、
ま
た
句
会
に
出
て

雪
の
夜
や
南
無
起
こ
さ
れ
な
念
じ
ね
む

葉
桜
に
愁
人
閑
を
守
り
き
り

な
ど
の
句
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

音
治
郎
の
没
後
、『
悼
』
の
句
会
が
あ
り
、

幾
春
秋
仁
術
を
も
て
逝
か
れ
け
り

戌
子

雁
帰
る
大
き
仁
徳
五
橋
の
忌
　
　

芳
仙

ら
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

川
辺
音
治
郎
の
長
男
秀
一
は
、
秀
才
で
あ

っ
た
が
、
病
弱
で
早
く
世
を
去
り
、
次
男
敏

が
二
代
目
赤
ひ
げ
先
生
と
し
て
往
診
に
力
を

注
ぎ
、
三
男
が
薬
業
を
営
み
、
四
男
は
医
師

と
し
て
開
業
し
て
い
る
。
ま
た
孫
た
ち
は
、

６
人
が
医
師
や
歯
科
医
師
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。

音
治
郎
の

赤
ひ
げ
先
生

の
心
は
子
孫

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
文
中

敬
称
略
）

明治26年、佐倉順天堂病院の全景（日本博覧図より）


